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日常生活に欠かせないパートナーともいうべきスーパーマーケット。  
『ショッピングカートに欲しい商品を入れて、レジで精算する』 今では当たり前の光景ですが、 
スーパーマーケットのスタイルが 確立されたのは、なんと、56年前のこと。  
日本のスーパーマーケット第１号店が、青山にある紀ノ国屋なのです。  
「港区探訪 いつの時代も、流行の最先端は港区から」、最終回の今月は、便利で豊かな生活の象徴ともいえるスーパーマ
ーケットの元祖 「紀ノ国屋」から日本の買い物スタイルの変化を探ります。

 

買買買買いいいい物物物物のののの概概概概念念念念をををを変変変変えたえたえたえたスーパーマーケットスーパーマーケットスーパーマーケットスーパーマーケット



 1910年（明治43年）に果実専門店として創業した紀ノ国屋が日本初のスーパー
マーケットを開業したのは1953年（昭和28年）のこと。1953年といえば、ＮＨＫに
よって日本で初めてテレビ放送が開始された年。 
紀ノ国屋の創業者の子息である増井徳男氏は、米軍基地にあるスーパーマー
ケットの、野菜や果物、缶詰などの商品が陳列されている圧倒的な様子に感動
し、日本にぜひスーパーマーケットを作りたいと考えました。 
当時の青山は宮家や元華族などの豪邸が建ち並び、進駐軍の家族も暮らすい
わゆる高級住宅街。増井氏は、宮内省（当時）御用達だった果物商からスーパ
ーマーケットに業態を変え、創業の地、青山に新しい紀ノ国屋をオープンさせま
した。 
外国人は「やっと日本にもスーパーマーケットができた」と大歓迎でしたが、日本
人の反応はイマイチ。当時の一般的な商店はドアがなく出入り自由だったので
すが、紀ノ国屋には「ドアがあって入りづらい」のに加え、あまりにも見慣れない
欧米的な外観に「ドルしか使えないのでは？」との噂が出るほどでした。 
しかし、ドアをつけたのはゴミが店内に入らないよう衛生面・安全面のためである
ことが理解され、徐々に日本人にも受け入れられるようになりました。

 なにより画期的だったのは自分で品物を選び、ショッピングカートに入れていく
セルフサービス方式とレジ精算。 
当時の買い物は、野菜は八百屋、魚は魚屋など各小売店に出向いて購入して
いました。特に食品は、店主と会話をしながら品物を選び、溜め銭と呼ばれるザ
ルにお金を入れて代金のやり取りを行う対面販売が主流でした。 
紀ノ国屋は野菜、果物、肉、魚、缶詰などをすべて一フロアに陳列し、一人ひとり
と対面しない代わりに値段や産地などを記入したポップを作り、商品を選ぶ手が
かりにしました。そしてチェッカーのいるレジで精算。対面式ではないスーパーで
最後に顔を合わせるチェッカーには、サービスはもちろん、レジの正確さ・スピー
ド感をしっかりと教育されたスペシャリストが配置されました。 
そして、忘れてはならないのが、ショッピングカート。当初はアメリカからの輸入
が認められておらず、部品などもないため米軍基地にあるスーパーマーケットで
使わなくなった中古のショッピングカートを譲り受けていました。

 紀ノ国屋は欧米諸国の食生活を日常に取り入れられるようにさまざまなフェア
を開催したり、インストア・ベーカリーを開設したりと、新しい食文化を提案してき
ました。こうして試行錯誤しながら、紀ノ国屋は「食の専門店」として青山だけでなく東京中で愛される店になっていったので
す。

 

エコロジーエコロジーエコロジーエコロジーのののの精神精神精神精神とととと食食食食のののの安全安全安全安全ををををモットーモットーモットーモットーにににに

 紀ノ国屋といえば有名なのがロゴの入ったエコバッグ。1995年（平成7年）に東
京都推進のマイバッグキャンペーンに紀ノ国屋が賛同し、導入したのが始まりで
す。 
当初、スタンプを貯めて交換するバッグだったのですが、大好評だったため販売
することになったそう。他にもクラフトバッグやリサイクルトレイを使用するなど、
開業当初から変わらず環境問題に向き合い、安心・安全な食品を提供し続けて
いる紀ノ国屋。 
ここから、食の現在・過去・未来を考えてみてはいかがでしょうか。

 



1915年生まれ。戦後、米軍基地のスーパーマーケットを訪れた増井氏
は、その様子に大変感銘を受け、セルフサービス方式の紀ノ国屋をオー
プンさせました。日本初のインストア・ベーカリーの開設、空輸したナチュ
ラルチーズの販売など豊富なアイデアを打ち出し、紀ノ国屋ブランドの価
値を高めていきます。2001年になくなった後も増井氏の意志は受け継が
れ、「食の専門店」として高品質と安全、衛生が最優先されています。 
写真のレジスターは創業当時のもので、車一台が買えるほどの値段だっ
たそう！

● 協力： 
 紀ノ国屋インターナショナル TEL:03-3409-1231 http://www.e-kinokuniya.com   
 港区役所産業・地域振興支援部産業振興課 TEL:03-3578-2111（代）
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